
主
な
内
容

元
気

い
っ

ぱ
い

  え
い

・
え

い
・

お
ー

！

十月一日から全国一斉に赤い羽

根共同募金運動が始まりました。

共同募金のイメージキャラク

ターの愛ちゃんと希望くんが備中

保育園を訪問し園児達とふれあい

ました。
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　有漢町茶堂町内会全 20 世帯の内、下組
地区12世帯41人を対象としたサロンです。
　一人暮らしや高齢者、障害者など家に閉
じこもりがちな人が気軽に参加でき、交流
やふれあいで親睦を深め、情報を交換し孤
立や閉じこもり防止を目的として活動して
います。
　毎月 15 日をサロンの日とし、近くの薬
師堂に集まり、お堂の清掃を実施して汗を
流したり、茶話会で楽しいひと時を過ごし
ています。
　今回はみんなで写経をした後、リラック
スしながら千羽鶴を折りました。
　これからも、地域に伝わる伝統行事の継
承、また季節に合わせての会食会の実施な
ど、気軽に参加のできる楽しいサロンにし
ていきたいと思います。

代表者からのコメント
　私たちの活動は、巨瀬町宮瀬上の町内会
で共に暮らす者が、現在の健康を維持する
ため、そしていつまでも元気で過ごせるよ
う、毎週水曜日の午前10時からの1時間半、
集会所で人と会話をしたり一緒に運動した
り、楽しくサロン活動をしています。
　まず、始めの 1 時間はビデオを見ながら
体操をして、後の 30 分はゲームをしたり
会話等を楽しみます。
　会員の総数は 23 人ですが、実際の参加
者は大体 17、8 人です。年齢層も下は 50
歳代から上は 95 歳までと幅広いのが特徴
です。夏休み等の長期休暇中には、子ども
達もこのサロンに参加してもらいとても賑
やかな活動となっています。
　参加者の中には、一人暮らしの方や閉じ
こもりがちな方もおられますが、「近くの
集会所なら参加できるからうれしい」とい
つもこのサロンを楽しみにしてくださる方
も増えてきました。今後も会員みんなが楽
しいサロン活動を続けていけるよう頑張り
ます。

有漢町

茶
ち ゃ

堂
ど う

下
し も

組
ぐ み

ふれあいサロン

巨瀬町

宮
みや

瀬
ぜ

上
かみ

ユー、アイ、リハビリ教室

今年度のサロン活動計画について

今年度のサロン活動計画について

	 4 月	清掃奉仕と茶話会

	 5 月	地神様と会食会

	 6 月	茶話会と千羽鶴折

	 7 月	周辺清掃と茶話会

	 8 月	茶話会と千羽鶴折

	 9 月	納涼祭と五穀豊穣祈願

	10 月	茶話会と千羽鶴折

	11 月	茶話会と千羽鶴折

	12 月	茶話会と千羽鶴折

	 1 月	正月遊びと茶話会

	 2 月	茶話会と千羽鶴折

	 3 月	茶話会と千羽鶴折

	 4 月	ゲームとお花見会
	 5 月	ゲームと簡単民謡を踊る
	 6 月	ゲームと茶話会
	 7 月	手品のショー
	 8 月	花火、夕涼み会
	 9 月	敬老会を祝う

	10 月	お茶会
	11 月	クリスマスの飾りを作る
	12 月	お茶会と忘年会
	 1 月	お正月遊び
	 2 月	節分豆まき
	 3 月	ゲーム

※毎週水曜日に活動し、健康体操を行う

写経と千羽鶴を折っているようす

みんなで健康体操

2010 ふれあいサロン活動今年度も

積極的に支
援します
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代表者からのコメント
　10 月 2 日、宇治町遠原生活改善センター
に会員 11 人と町内の高齢者 9 人が集まり敬
老会と食事会を行いました。
　この日は、手打ちうどんと山菜おこわを作
りました。手打ちうどんは昨年度のサロン活
動の中で、地域の方に指導していただいた作
り方を参考にみんなで作りました。
　その後、出来たてのぶっかけうどんや山菜
おこわのおにぎり、大根と人参の酢の物等を
食べました。作った私たちも『おいしいのが
できた !』と満足していたのですが、皆さん
に「おいしい !」と言って食べてもらったの
がうれしかったです。
　また、食後にはアトラクションとして同会
員の銭太鼓やかさ踊りの演舞をみんなで楽し
みました。
　集まった方々は遠原地区の方々ばかりです
が、久しぶりに会うことができ、今日一日と
ても楽しかったと喜んでいただいて、サロン
活動を実施してよかったと思いました。今後
も皆さんに喜んでもらえるサロン活動を続け
ていけたらと思っています。

　9 月 24 日、備中やすらぎの里グラウンド
に会員 8 人と地域住民 11 人が集まり、グラ
ウンドゴルフで親睦を深めました。
　この日は、普段同じ地域に住んでいながら
なかなか会えない方も多く参加され、一緒に
プレーを楽しみました。
　今回、初めてプレーした参加者は「うまく
ホールポストに球が入らなかったが、みんな
と会えてとても楽しかった。ぜひ、このよう
な場を設けてほしい」と話されていました。
　同サロンは、今年 8 月に設立したサロンで、
長谷地域の有志 9 人が中心となり地域内の高
齢者の方が参加できる交流の場を提供し、ま
た、参加したくてもなかなかできない方に
は、友愛訪問を行い、ふれあいを通じて親睦
と生きがいづくりにつながる活動を行ってい
ます。

宇治町 遠
と お

原
ば ら

ふれあいサロン

備中町 長
な が

谷
た に

ふれあいサロン

今年度のサロン活動計画について

今年度のサロン活動計画について

	 4 月	打合せ会
	 5 月	 1 日親睦旅行
	 6 月	手芸
	 7 月	夏まつり、花壇整備
	10 月	敬老会と食事会、
	 	グラウンドゴルフ大会

	11 月	1 日親睦旅行

	12 月	クリスマス会

	 1 月	手芸

	 2 月	こんにゃく作り

	 3 月	反省会

	 8 月	公共施設での奉仕活動

	 	研修会

	 9 月	グラウンドゴルフ

	10 月	料理講習、友愛訪問

	11 月	地域の高齢者等との交流会

	12 月	地域の福祉関係者との

	 	交流会

	 1 月	講演会

	 2 月	会食会、友愛訪問

	 3 月	反省会

出来たてのうどんに舌鼓

サロン活動でグラウンドゴルフを楽しみました

　本市社会福祉協議会では『ふれあいサロン活動』事業を積極的に支援しており、
10月末現在で74団体の申請があり、市内の各地域で活動を行っています。申請
受け付けや内容に関することは、地域福祉課または各支所までお気軽にお問い合
わせ下さい。

申請を受け付けて
います

地域福祉課　☎22−7243	 有漢支所　☎57−3218	 成羽支所　☎42−2005
川上支所　　☎48−9770	 備中支所　☎45−3131
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健康福祉のつどい

　

こ
の
度
は
、
身
に

余
る
賞
を
頂
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
日
々
の
積

み
重
ね
を
大
切
に
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
本
惠
利
子
さ
ん

　
（
医
療
法
人
た
い
よ
う
の
丘
）

　

高
梁
市
健
康
福
祉

の
つ
ど
い
で
、
高
梁

市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
を
頂
き
大

変
恐
縮
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
と
共
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

坂
田　

美
朗
さ
ん
（
吹
屋
地
区
遺
族
会
）

　

こ
の
度
の
高
梁
市

社
会
福
祉
協
議
会
会

長
表
彰
を
受
け
、
身

に
余
る
思
い
で
す
。

　

今
後
と
も
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
地
域
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

田　

千
田
さ
ん

　
（
中
井
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会
）

　

福
祉
の
仕
事
に
携

わ
り
約
二
十
年
に
な

り
ま
す
。
自
分
が
地

域
の
方
々
に
ど
れ
ほ

ど
貢
献
で
き
た
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
し

て
頂
き
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖
田　

善
美
さ
ん

　
（
社
会
福
祉
法
人
吉
美
会
高
梁
市
有
漢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

社
会
福
祉
施
設
功
労

　

十
月
十
六
日
、
高
梁
市
備
中
総
合
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
と
し
て
平
成
二
十
二
年
度

高
梁
市
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
は
、
高
梁
市

の
す
べ
て
の
人
々
が
健
康
で
心
豊
か
に
生

活
で
き
る
”健
寿
の
里
”と
な
る
よ
う『
ふ

れ
あ
い
に
よ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
』

を
目
指
し
、
高
梁
市
と
共
催
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
福

祉
に
対
す
る
功
績
の
あ
っ
た
個
人
十
人
と

団
体
四
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

高
梁
市

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

こ
の
度
は
、
身
に

余
る
表
彰
を
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
健
康
に

気
を
つ
け
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

島
田　

伸
男
さ
ん
（
西
阿
寿
会
）

（
個
人
の
部
）

社
会
福
祉
団
体
功
労

　

こ
の
度
表
彰
を
頂

き
、
会
員
一
同
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
様
と
の
交
流
を

大
切
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
坂
本
婦
人
部

代
表
者　

樋
口
フ
サ
江
さ
ん　

（
団
体
の
部
）

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　

私
達
遺
族
も
高
齢

化
に
よ
り
会
員
が
減

少
し
て
お
り
ま
す

が
、恒
久
平
和
の
為
、

ご
英
霊
を
顕
彰
し
後

世
へ
継
承
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
川　

碩
二
さ
ん
（
成
羽
地
区
遺
族
会
）

　

利
用
者
の
方
へ
親

切
丁
寧
に
接
し
、
安

全
運
転
を
第
一
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
利
用
者
の

方
が
安
心
し
て
利
用
出
来
る
よ
う
会
員
全
員

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
川
上
の
会

代
表
者　

妹
尾　

吉
孝
さ
ん　

　

賞
状
に
書
か
れ
て

あ
り
ま
す
言
葉
に
恥

じ
な
い
よ
う
心
を
引

き
締
め
、
こ
れ
か
ら

も
色
々
な
形
で
福
祉

に
携
わ
っ
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
江　

絹
代
さ
ん

　
（
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
か
わ
か
み
療
護
園
）

　

こ
の
度
こ
の
様
な

表
彰
を
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
大
変
恐
縮
致

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
様
、
福
祉
の
勉
強
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
本　

貞
一
さ
ん

　
（
社
会
福
祉
法
人
順
正
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
順
正
）

　

施
設
で
働
き
始
め

て
二
十
一
年
、
た
だ

た
だ
一
生
懸
命
働
い

て
き
た
私
に
、
こ
の

度
こ
の
様
な
賞
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
励

み
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

大
府　

早
苗
さ
ん

　
（
老
人
保
健
施
設
ゆ
う
ゆ
う
村
）

　

仕
事
も
辞
め
よ
う

か
と
考
え
た
時
も
あ

り
ま
し
た
。
で
も
今

に
な
っ
て
は
、
続
け

て
来
ら
れ
て
の
も
健

康
に
産
ん
で
く
れ
た
、
親
に
感
謝
の
毎
日
で

す
。
今
後
も
健
康
に
気
を
つ
け
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
下　

一
子
さ
ん

　
（
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
っ
こ
う
花
）

高梁市社会福祉協議会会長表彰のようす

今
回
の
受
賞
者
の
声
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高梁市平成22年度 

　

ま
た
、
こ
の
日
は
高
梁
市
長
表
彰
と
し

て
民
生
委
員
児
童
委
員
十
名
と
山
川
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
顕
彰
表
彰
と
し
て
六
名
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
梁
市
長
表
彰

山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

高
梁
市
長
表
彰

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

▽
下
西　

敬
之
さ
ん
（
鍛
冶
町
）

　
　

▽
伊
賀　

節
子
さ
ん
（
巨
瀬
町
）

　
　

▽
逸
見　

信
之
さ
ん
（
中
井
町
）

　
　

▽
安
　

明
治
さ
ん
（
中
井
町
）

　
　

▽
織
田　

和
民
さ
ん
（
有
漢
町
）

　
　

▽
土
田　

清
之
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　

▽
前
原　

忠
義
さ
ん
（
川
上
町
）

　
　

▽
迫
本　

光
章
さ
ん
（
川
上
町
）

　
　

▽
大
塚　

和
弌
さ
ん
（
川
上
町
）

　
　

▽
泉　
　

儀
武
さ
ん
（
備
中
町
）

山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰

　

地
域
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

　
　

▽
岡
本　
　

定
さ
ん
（
落
合
町
）

　
　

▽
加
藤　

淑
子
さ
ん
（
有
漢
町
）

　
　

▽
黒
川
三
代
子
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　

▽
宮
﨑　

桂
子
さ
ん
（
川
上
町
）

　
　

▽
三
宅　

智
子
さ
ん
（
備
中
町
）

　

保
健
環
境
衛
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

　
　

▽
小
吹
美
惠
子
さ
ん
（
川
上
町
）

☆
山
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
は
今
年
度
か
ら

健
康
福
祉
の
つ
ど
い
で
表
彰
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

Ａプラン……280円 Ｂプラン……420円
天災危険補償タイプもあります。H22.4より改訂  

掛金：

安心を支えます

ボランティア活動中のケガや賠償事故を幅広く補償！

活動場所と自宅
との往復途上の
事故も補償

ケガのための
入院を

事故の日から
180日まで補償

ボランティア自身の
食中毒・熱中症
特定感染症もOK 天災タイプでは

地震・噴火・津波
によるけがもOK

お問合せやご相談は・・・ 

高梁市社会福祉協議会 

本　　所☎22-7243　有漢支所☎57-3218
成羽支所☎42-2005　川上支所☎48-9770
備中支所☎42-3131　まで   

　

こ
の
度
は
、
す
ば
ら
し
い
賞
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
励
み
に
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
充
実
さ
せ
、
住
み
よ
い

社
会
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。

高
梁
市
立
有
漢
西
小
学
校
児
童
会

　

僕
達
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
地
域
の
力
に
な
れ

る
よ
う
な
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

高
梁
市
立
備
中
中
学
校
生
徒
会

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所
ま
で

　

対
象
者
は
、認
知
症
高
齢
者
や
知
的
・

精
神
障
害
者
等
の
方
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
療
育
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
持
っ
て
い
た
り
、
認
知
症
の

診
断
を
受
け
て
い
る
方
に
対
象
が
限
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

これで安心

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け
れ

ど
、
手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
、

銀
行
に
行
っ
て
お
金
を
下
ろ
し
た
い
け

れ
ど
自
信
が
な
く
て
誰
か
に
相
談
し
た

い
、
訪
問
販
売
の
人
が
来
た
と
き
ど
う

対
応
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
毎
日

の
暮
ら
し
の
な
か
で
色
々
な
不
安
や
疑

問
、
判
断
に
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
『
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
』
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
手
続
き
や
金
銭
管
理
の
お
手
伝

い
を
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は
ど
ん

な
制
度
？
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　10 月 29 日、高梁市浄化センター内ゲートボール場で第 5 回高
梁市高齢者ゲートボール大会が開催され、各地域老人クラブの予
選会を勝ち抜いた 20 チーム総勢 118 人が参加しました。
　この大会は、ゲートボールを通じて会員の健康の保持増進と参
加者同士の親睦を深め、生きがいの高揚を図ることを目的として
います。
　この日は、台風の影響もあり曇天で肌寒い天候でしたが、どの
チームも寒さを忘れるほど、真剣な眼差しで白熱したプレーを展
開しました。

第 5 回高梁市高齢者ゲートボール大会　高梁市老人クラブ連合会

まつりの部  各会場で熱戦
平成 22 年度　高梁市健康福祉のつどい

高梁市社会福祉協議会では、まつりの部としてゲートボール、グラウンドゴルフ、囲碁、将
棋を行いました。参加者たちは上位入賞を目指し、熱戦を繰り広げました。

各会場で行われた競技の準備や運営等は、各協会、連絡会、協議会のご協力をいただきました。

ご協力ありがとうございました

グラウンドゴルフ 将　棋

ゲートボール 囲　碁

　備中やすらぎの里グラウンドでは、62人の参
加があり、3ブロックに分けて行いました。

　備中やすらぎの里備中郷土館では、24人の参
加により行いました。参加者を3クラスに分け、
1人5局を行い、順位は各クラスごとの勝敗と勝
ち点により決定されました。

　高梁市立備中中学校グラウンドで行い、参加
チーム24チーム、総勢142人の参加がありまし
た。4チームによるリーグ戦で行い、順位は、勝
敗、得失点差等により決定されました。

　備中やすらぎの里センターハウスでは、35人
の参加がありました。参加者の段位・級位で組
分けし、1人4局を行い、順位は各組ごとの勝敗
により決定されました。
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グループでまとめた意見を積極
的に発表していただきました。

平成 22年 9月 29日、高梁総合福祉センターでボランティア相互の親睦とボランティア活動への理解と更な
る活動の活性化を図ることを目的にボランティア交流会を開催しました。
交流会では、体験発表やグループ討議などが行われ、今回参加されたボランティア 96名の皆さんは、各々の
ボランティア意識を向上できる有意義な一日となりました。今回を含め、3ヵ年計画で事業の充実を図ります。

「ボランティアには『自発的に申し出る』、『共
に支えあい学びあう』、『見返りを求めない』、
『よりよい社会を創る』の 4つのきまりがあり、
これを実践している」と発表がありました。

有漢町ボランティアあじさいの会　田中小都美さん 3ヵ年継続して事業の充実を図ります。

「耳の聞こえない人たちが手話で通じあえる
ことが一番大切。一人でも多くの人、また若い
人のボランティアへの参加を願っています」と
発表がありました。

成羽手話サークル　渡辺功子さん

「デイサービス利用者の声掛けやお手伝いが主な活動
ですが、『ここに来るのが楽しい』、『もっと一緒にいた
い』、『親切にしてもらってうれしい』といった利用者
の声が頑張れる力となっています」と発表がありました。

あじさいボランティア　渡辺雪子さん

「ボランティアをするには、互いの心が幸せ
で平和が宿っていれば、何とかなると思って会
員 57名は頑張っています」と発表がありまし
た。

備中町ヘルスボランティア連絡会　中迫貞子さん

〜未来の高梁の福祉を育てる〜  ボランティア交流会の開催

今回、初めてボランティア同士の交流を目的に交流会を開催して、
交流会後のアンケートにご協力をいただきました。
「色んなボランティア活動の情報収集ができて、今後の自分達の活
動の底上げ（レベルアップ）をしたい」や「喜びや悩みを共有するこ
とで、孤独感の解消につながる」といった回答が多くみられました。
また、次年度以降の取り組みについては、現状のままで良いといっ

た回答がある中、ボランティアの高齢化
が進んでいることから、若い方の参加を
希望する声や交流会の実施方法につい
て、作業等の簡素化を希望する声もあり
ました。
高梁市社会福祉協議会では、皆様のご
意見を参考に、ボランティア活動を行い
やすい環境作りに努めてまいります。

※アイスブレイク…	会議やグループワークの前に初対面の参加者同士の抵抗感をな
くすために行うコミュニケーションのこと

※アイスブレイクで、皆さんの
笑顔がより広がりました。

今
回
の
交
流
会
を
終
え
て

〜グループ発表〜

〜ボランティア体験発表〜 〜本事業の目的及び計画〜

ボランティア活動体験発表やグループでの
話し合いを通じて、ボランティア活動にお
ける喜びや悩みをボランティア同士で共有
していただきます。

1年目に行った話し合いを参考に自分の強
み（特技）を今後どのように活かし、弱み（ウ
イークポイントや問題点）をどのように克
服していくかを考えます。

2年目に計画した目標について、「何がで
きたか」、「何ができなかったか」を評価し
ていただきます。

今後のボランティア活動につながる

1
年
目

2
年
目

3
年
目
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▽
山
下　

里
絵
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　

▽
森
川　

盛
久
さ
ん
（
川
上
町
）

　
　

▽
中
西　

清
志
さ
ん
（
備
中
町
）

　
　

▽
三
宅　

妙
永
さ
ん
（
備
中
町
）

岡
山
県
身
体
障
害
者
福
祉
連
合
会
長
表
彰

　

更
生
援
護
功
労
者

　
　

▽
竹
並　

和
正
さ
ん
（
備
中
町
）

　
社
会
福
祉
施
設
功
労
者

　
　

▽
新
田　

明
美
さ
ん
（
真
庭
市
）

　
　

▽
片
山　

佳
美
さ
ん
（
有
漢
町
）

　
　

▽
武
田　

光
恵
さ
ん
（
和
田
町
）

　
優
良
社
会
福
祉
協
議
会
・
団
体

　
　

▽
平
川
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

推
進
委
員
会
（
備
中
町
）

　
社
会
福
祉
協
助
者
（
感
謝
）

　
　

▽
落
合
ひ
ま
わ
り
の
会
（
落
合
町
）

岡
山
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

　

奉
仕
功
労
者

　
　

▽
土
田　

清
之
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　

▽
加
賀　

昭
子
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　

▽
石
田　

清
壽
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
奉
仕
団
体

　
　

▽
有
漢
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
有
漢
町
）

　
従
事
功
労
者

　
　

▽
小
山　

倉
雄
さ
ん
（
御
前
町
）

　
　

▽
下
中　

廣
子
さ
ん
（
宇
治
町
）　

岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
表
彰

　

功
労
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

▽
山
本
都
久
子
さ
ん
（
新　

町
）

　
　

▽
福
森　
　

努
さ
ん
（
落
合
町
）

　
　

▽
平　
　

桃
枝
さ
ん
（
川
面
町
）

　
　

▽
島
田　

裕
章
さ
ん
（
巨
瀬
町
）

　
　

▽
川
崎　

幹
子
さ
ん
（
宇
治
町
）

　
　

▽
松
下　
　

勇
さ
ん
（
落
合
町
）

　
　

▽
赤
木　

喬
子
さ
ん
（
成
羽
町
）

　

老
人
福
祉
功
労

　
　

▽
西　
　

精
樹
さ
ん
（
中
井
町
）

　
心
身
障
害
者
福
祉
（
更
生
援
護
）

　
　

▽
岡
田　

二
さ
ん
（
落
合
町
）

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰

　
社
会
福
祉
功
労

　（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　
　

▽
兼
森　

國
廣
さ
ん
（
松
原
町
）

　
　

▽
小
林　
　

巖
さ
ん
（
落
合
町
）

　（
社
会
福
祉
事
業
団
体
役
員
）

　
　

▽
吉
岡　

伸
子
さ
ん
（
有
漢
町
）

　（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
）

　
　

▽
長
谷
地
区
高
齢
者
福
祉
の
む
ら

　
　
　
　
　
　

推
進
委
員
会
（
備
中
町
）

　（
介
護
老
人
保
健
施
設
長
）

　
　

▽
菅
原　

英
次
さ
ん
（
川
上
町
）

　（
介
護
老
人
保
健
施
設
従
事
者
）

　
　

▽
小
田
上
三
起
子
さ
ん
（
川
上
町
）

　
老
人
福
祉
功
労

　
　

▽
笠
谷　

和
男
さ
ん
（
落
合
町
）

　
　

▽
片
山　

定
夫
さ
ん
（
高
倉
町
）

　
　

▽
鷲
塚　

虎
郎
さ
ん
（
有
漢
町
）

　
心
身
障
害
者
福
祉（
更
生
援
護
）功
労

　
　

▽
上
森　
　

武
さ
ん
（
有
漢
町
）

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　
　

▽
山
本
都
久
子
さ
ん
（
新　

町
）

　

平
成
二
十
二
年
度
岡
山
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
が
十
月
七
日
、
岡
山
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
高
梁
市
か
ら
個
人
三
十
六
名
と

団
体
六
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
県
下
の
社
会
福
祉
関

係
者
が
さ
ら
な
る
連
携
を
図
り
、
社
会
福

祉
の
一
層
の
発
展
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
お
り
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福

祉
活
動
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で

あ
る
社
会
福
祉
関
係
者
に
対
し
、
表
彰
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

岡
山
県
知
事
表
彰

　
社
会
福
祉
功
労

　（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　
　

▽
岩
本　

公
男
さ
ん
（
中
井
町
）

　（
社
会
福
祉
従
事
者
）

　
　

▽
安
原　

隆
資
さ
ん
（
下　

町
）

　
　

▽
津
村　

達
子
さ
ん
（
落
合
町
）

　
　

▽
谷
口　

豊
子
さ
ん
（
川
面
町
）

　（
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
）

　
　

▽
高
梁
一

│

北
配
食

　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新　

町
）

　
　

▽
備
中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

連
絡
会
（
備
中
町
）

岡
山
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

岡山県総合社会福祉大会のようす

秋
の
各
種
表
彰
〜
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
る
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全
国
社
会
福
祉
大
会

　

十
一
月
五
日
、
東
京
都
日
比
谷
公
会
堂

で
平
成
二
十
二
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

が
開
催
さ
れ
高
梁
市
か
ら
森
下
昌
昭
さ
ん

（
川
上
町
）
と
山
本
都
久
子
さ
ん
（
新
町
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
わ
が
国
の
社
会
福
祉
の

一
層
の
充
実
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
永
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
の
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
又

は
団
体
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

森
下
さ
ん
は
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
と
し
て
、
ま
た
、
山
本
さ
ん
は
共
同

募
金
活
動
に
対
す
る
永
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

福祉施設の作品展示コーナー

利用者が、鏡を見ながら自画像
を描きました。

備中デイサービスセンター

自画像
入居者が地域の方と一緒に作成
しました。素敵なコサージュが
出来ました。

グループホームささゆり苑

コサージュ
利用者が、布のハギレで作り可
憐な花を咲かせました。

備中デイサービスセンター

ゆりの花
利用者が色紙でコスモスや月な
どを作り、飾りつけ館内が秋ら
しくなりました。

川上デイサービスセンター

お月見

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

高
梁
市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

十
月
十
三
日
、
岡
山
県
庁
で
平
成

二
十
二
年
度
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、
高
梁
市
か
ら
高
梁
市
手
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
福
祉
分

野
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
又
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
個

人
又
は
団
体
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
称
え

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、平
成
三
年
二
月
の
結
成
以
来
、

手
話
の
普
及
や
施
設
慰
問
、
ま
た
手
話
通

訳
な
ど
の
活
動
を
続
け
、
聴
覚
障
害
者
の

生
活
支
援
や
社
会
参
加
な
ど
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

代
表
の
沼
本
征
子
さ
ん
は
「
次
世
代
に

手
話
が
引
継
が
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
今
後
も
会
員
全
員
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表彰伝達式のようす

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

十
月
二
十
一
日
、
岡
山
市
民
会
館
で
第

四
十
七
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
高
梁
市
か
ら
個
人
五
名
と
団
体

一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
一

層
の
発
展
と『
魅
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会
』

の
実
現
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
永
年
に
わ
た
る
老
人
ク
ラ

ブ
の
育
成
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
県
下
の
老

人
ク
ラ
ブ
関
係
者
の
功
績
を
称
え
表
彰
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
大
会
で
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
功
労
者

　
　

▽
瀬
戸
川
角
夫
さ
ん
（
備
中
町
）

　
　

▽
谷
本　

泉
美
さ
ん
（
成
羽
町
）

　
　

▽
小
林　
　

佐
さ
ん
（
成
羽
町
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
協
力
者

　
　

▽
平
松
ツ
ヤ
子
さ
ん
（
有
漢
町
）

　
　

▽
松
本
喜
美
恵
さ
ん
（
川
上
町
）

　

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

▽
津
川
福
寿
会　
　

（
津
川
町
）

岡山県老人クラブ大会のようす

　

思
い
が
け
な
い
立
派
な

賞
を
い
た
だ
き
恐
縮
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
共
同
募
金
が
身

近
な
福
祉
事
業
を
助
成
し

て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
な
が
ら

一
層
の
募
金
活
動
に
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
（
奉
仕
功
労
者
）

　

山
本
都
久
子
さ
ん
（
新　

町
）

受
賞
者
の
声

　

こ
の
度
の
受
賞
の
栄
に

浴
し
大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
心
も
新

た
に
地
域
に
お
け
る
支
え

あ
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
広
が
り
を
進

め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
一
層
の
努
力
を
傾
注
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

（
社
会
福
祉
協
議
会
・
民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
表
彰
）

　

森
下　

昌
昭
さ
ん
（
川
上
町
）
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10 月 5 日、高梁市民体育館で第 38 回高梁地域高齢者ス
ポーツ大会が開催され、16 チーム総勢 382 人が参加しま
した。

この大会は、高齢者自らの健康の保持増進と参加者相互
のふれあいの中で親睦を深め、生きがいを持った社会活動
の促進を目的として開催しており、輪投げやボーリング、
玉入れ等全 6 種目がチーム対抗で競われました。

競技が始まると、選手達は上位入賞を目指し白熱したプ
レーの連続で、また応援席からは拍手と歓声が沸きあがる
等、最終種目まで盛り上がった大会となりました。

9 月 29 日、有漢生涯学習センターで高齢者交通安全講
習会が開催され、町内の老人クラブから 40 人が参加しま
した。

高梁警察署交通課の指導の下、交通安全体験車『おかや
まふれあい号』のドライビングシュミレーター体験や反応
の速さや正確さを診断する機器を使用して、運転と歩行に
関する能力診断が行われました。

診断後、高齢者の安全運転のビデオ講習や※おかやま愛
カードについての説明を受けました。

参加者から「日頃、気づかないところが見え、今まで以
上に交通安全に努めたい」と感想がありました。

9 月 24 日、成羽町長地の中ふれあい広場で、第 28 回成
羽地域老人クラブゲートボール大会が開催され、10 チー
ム総勢 53 人が参加しました。

ゲートボールは、チームワークが勝敗を左右するスポー
ツで、選手達は、自分のことはもちろんのこと、他の選手
への応援にも熱が入っていました。

選手達は、審判の「ゲート通過 !」の声に一喜一憂しな
がらも和やかな雰囲気の中、日頃の練習の成果を発揮しプ
レーしていました。

今年は上位入賞の他に最高齢者賞を設け、男女各 1 名に
賞品を贈りました。受賞された女性は「ゲートボールを始
めて色んな人と話すようになった。歳をとる暇がないくら
い毎日が楽しい」と笑顔で答えてくれました。

9 月 16 日、川上デイサービスセンターに（社）高梁青
年会議所から湯原温泉のお湯 2 千リットルが「温泉宅急便」
で届けられました。

この宅急便は、老人福祉施設の利用者に本物の温泉を楽
しんでもらおうと平成 2 年から継続して実施されていま
す。

この日は、デイサービスセンターといきいき交流館の利
用者 17 人が湯原から直送された温泉で入浴しました。

利用者は「いつまでも体がぽかぽかと温かく気持ちがえ
えなあ」や「肌がつるつるして若返ったようじゃ。ありが
たいのう」と温かい贈り物に心から感謝していました。

地域福祉活動報告
高梁

有漢

成羽

川上

高齢者スポーツ大会の開催

交通安全講習会の開催

ゲートボール大会の開催

デイサービスで温泉気分

高梁地域老人クラブ

有漢地域老人クラブ

成羽地域老人クラブ

川上デイサービスセンター、いきいき交流館

※『おかやま愛カード』とは…運転免許証を自主返納した 65歳以上
の方の申請に基づき交付されるカードで、協賛店で商品割引やバ
ス運賃の割引等の特典が受けられるカードです。
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高梁市立川上中学校高梁市立平川小学校

9 月 12 日、有漢学習センターで有漢地区社会福祉協議
会主催の平成 22 年度敬老会が行われました。

この敬老会は、地区社協役員をはじめ、民生委員児童委
員、有漢中学校生徒、福祉委員、有漢地域局市職員、各ボ
ランティア団体等、子どもから大人まで多くの方々に支え
られて毎年開催されているものです。

今年度対象となる有漢地域の 75 歳以上の方は 652 人で、
そのうち 180 人が出席され、記念品の贈呈で敬老のお祝い
を受けられました。

式典終了後、ボランティアの方々による銭太鼓やフルー
トの演奏等、9 組の演芸を鑑賞し、楽しいひとときを過ご
されました。

10 月 31 日、湯野荘で講習会が開催され、備中福祉委員
連絡会湯野支部の福祉委員 6 人と地域住民 31 人が参加し
ました。

同支部は、湯野地区 12 町内会の福祉委員で組織され、
地域住民の皆さんが安心して暮らせるよう気くばり・目く
ばりを積極的に実践し、お互い励ましあいながらささえあ
いの福祉活動を行っています。

今回は、高梁市消防署救命救急士を講師に迎え、「応急
手当と救急の心得」について学び、その後、前野潤一紙芝
居師による民話や童話などの紙芝居を見て楽しみました。

参加者は「入浴時の事故を防ぐため、お風呂でも充分に
気をつけたい」や「紙芝居を見て昔を思い出して懐かしか
った」と話されていました。

10 月 4 日、平川小学校体育館で児童 11 人は山本均さん
から盲導犬について学びました。

山本さんは「生活する上で困ったことは、盲導犬が病気
になった時で、うれしかったことは盲導犬がいることに
よって行動の幅が広がったこと。自分にとってなくてはな
らない存在だ」と話されていました。

その後、児童達はアイマスクを着用し、実際に盲導犬ヴァ
ニラと一緒に歩きました。

児童達は「真っ暗でとても不安だったけどヴァニラが一
緒だったか
ら、安心し
て歩けた」
と感想を述
べ、この日
は盲導犬の
大切さを実
感する貴重
な体験学習
となりまし
た。

9 月 21 日、川上中学校体育館で高齢者疑似体験教室の
出前講座が開かれました。

今回、学習したのは同中学 1 年生 20 人で、「高齢者を知
ろう」をテーマに実際に体験することで高齢者の日常生活
の大変さを感じることができました。

生徒達からは、この体験を通じて「高齢者は身体に負担
がかかっていることがわかった」や「介助の気配りがとて
も重要だと感じた」等の感想があり、高齢者に対するいた
わりの気持ちを持つ大切さを再認識していました。

今後、生
徒達はこの
貴重な体験
を活かして、
地域の老人
保健施設を
訪問し、高
齢者との交
流を深める
予定です。

地域福祉活動報告

ボランティア協力校活動報告

有漢備中

備中 川上

みんなで支えあう敬老会講演会と紙芝居のひととき

盲導犬の体験学習 疑似体験の出前講座

有漢地区社会福祉協議会備中福祉委員連絡会湯野支部
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高
梁
市
共
同
募
金
委
員
会
（
市
共
募
）

で
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
の
間
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
『
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
募
金
活
動
を
展

開
し
、
高
梁
の
ま
ち
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
市
共
募
で
の
目
標
額
は
五
百

九
十
万
円
で
す
。
こ
の
金
額
は
、
岡
山
県

共
同
募
金
会
（
県
共
募
）
が
、
二
十
七
市

　

市
共
募
へ
の
配
分
以
外
の
三
百
万
円

は
、
各
種
団
体
・
福
祉
施
設
か
ら
要
望
の

あ
っ
た
福
祉
車
輌
や
施
設
整
備
助
成
金
等

と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
市
社
協
に
お
い

て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
車
輌
助
成
が
あ

り
ま
し
た
。

町
村
の
目
標
額
三
億
三
千
五
百
万
円
の
う

ち
世
帯
数
や
人
口
等
を
も
と
に
高
梁
市
の

目
標
額
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
募
金
額
は
、県
共
募
へ
全
額
送
金
し
、

来
年
度
、
市
共
募
へ
配
分
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
市
共
募
へ
い
た
だ
い
た

募
金
額
（
六
百
四
十
二
万
円
）
の
う

ち
、
本
年
度
は
三
百
四
十
二
万
円
（
約

五
十
三
・
三
％
）
が
県
共
募
か
ら
送
金
さ

れ
、
市
社
協
に
お
い
て
高
梁
の
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
内
の
各

種
団
体
（
五
十
団
体
）
へ
助
成
し
ま
し
た
。

　
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
募
金
が
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
使
わ
れ
て
い
る
か
を
フ
ロ
ー
図
に

し
て
み
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
が
高
梁
の
ま
ち
を
よ
り
よ
く
し
て
い
ま

す
。募金活動展開中 ! じぶんの町を良くするフロー図

各種団体・
福祉施設

高梁市民

岡山県
共同募金会

高梁市
社会福祉協議会

高梁市
共同募金委員会

❷募金額全額を送金

❸翌年度、一般配分、
特別配分決定・送金

福祉車輌や
施設整備の
助成 ❹配分

❺各種団体へ
助成交付

❶皆さんから
の募金

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ス
タ
ー
ト

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
❶

今
年
度
の
目
標
額
は

590
万
円
で
す

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
❸

残
り
の

300
万
円
の
使
い
道
は
？

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
❷

高
梁
の
ま
ち
へ
配
分
は

342
万
円

笑顔で募金していただきました
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平成 22 年度 赤い羽根共同募金 法人募金にご協力いただいた法人
前号の広報紙面においてお知らせしましたが、この度、ご協力いただいた企業名、商店名を掲載いたします。

あおやぎ菓子舗
赤木食品㈱
アキバ電器
アサヒ印刷所
アルパ高梁店
石井乳業㈲
石黒商店
一ちゃん
稲岡精肉店
㈱イマイ
㈱岩瀬
魚富
有漢診療所
有漢渡辺サービス
㈲遠州堂ゆべし本舗
㈲エヌケーエス自動車販売所
㈲エル・ビー
㈲太田建設工業所
大河産業㈱
大月太一商店
大森材木店㈱
大杉病院
小野歯科医院
岡山県貨物運送㈱高梁営業所
尾崎工業所㈲
尾島クリニック
尾島眼科
㈲カーライフ那須
加藤商店
唐崎工業㈲
川上商会
㈲川上ラジオ電気商会
㈲川口写真館
キョーエイ本店
㈲共栄舎
協同タンス店
木口建設㈱
桑内耳鼻咽喉科医院
㈲建築事務所双南舎
鯉正酒造㈱
㈲弘栄工業所
㈲小坂電建
小林日進堂薬品
小松整体院
㈱小見山モータース
㈲小見山事務商事

五万石
さか市
さかえグリーンショップ
㈱三美産業
山陽化学㈱
山陽興産㈱
㈱山陽オカムラ
白神商店
城下食堂
シャトー
松栄
㈲陶山伝五郎商店
スリーコウ㈱
妹尾歯科医院
センタ－車輌㈱
大栄商事
高梁魚市場
㈱高梁国際ホテル
高梁食品㈱
高梁整形外科医院
㈲竹谷急送
㈲竹内商光
㈱タナマ
㈱たにもと
㈱ツキモト
津々甲三堂印判
土屋ゆべし本舗天任堂
㈱天法堂
当栄ケミカル㈱岡山工場
㈱トマト銀行高梁支店
中村畳工業㈲
中山種苗園
㈲中村損害保険
中村建設㈱
中村美容院
ナカモリサッシ
なんばストアー
㈲難波新聞舗
㈱西石油
西製麺所
㈱日本貿易産業
㈱能登原商店
㈲ハイビス
㈲伯備運輸
伯備建材㈱
長谷川金物㈲

花崎建設㈱
花房教材
㈾樋口商店
ビジネスホテル高梁
備中高梁運送事業協同組合
備北タクシー㈱
備北信用金庫下町支店
備北林産用品㈱
ビューティサロンコジマ
㈱蜂谷工業所
ピトレ・かめやま
藤本呉服店
かわかみフレッシュストアー
㈿ポルカ
㈲平和鈑金塗装
堀部美容室
㈱前保石材工務店
正宗屋旅館
マスカット薬局
松府
㈱松本食品包装
㈱ママドライセンター
マルニ㈱
南工業㈲
㈱村田管工
㈲明光社
物部石材店
森沢酒造㈲
㈲森自動車工場
森内科医院
モリブン書店
㈲森下設備
山金
㈾山本金星堂
山本酒造㈱
ユニチカ成羽㈱
㈱ゆめフク・ホーム
吉井商店
㈱吉田機工
レモン
ロスコ㈱
渡辺医院
わらぢ屋釣具店

（順不同、敬称略）
10月25日現在ご協力ありがとうございました

平成 22 年度会費のお願いについて
　本市社会福祉協議会では、「ささえあい・たすけあい」による地域福祉の維持・充実を図るため、賛助
会員会費のご協力をお願いしており、9 月末現在で
7,356,000 円となっております。
　皆さまからいただきました貴重な浄財は、高梁市の地
域福祉推進のため活用させていただきます。また、引き
続き賛助会員へご賛同いただける方を募っております。
皆様の善意のご協力をお願いいたします。

○普通会員	 高梁市民	 1 口　1,000 円
○法人会員	 市内の法人（事業所を含む）
	 	 1 口　3,000 円
○ふるさと会員	 市外居住者	 1 口　3,000 円
○特別会員	 特別な協力者	1 口　5,000 円
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種　別 担当相談員 区分 12月 1月
福祉総合相談
高齢者

サービス相談

常任
相談員 高梁本所

13日、27日（月）
1日、8日、15日、22日（水）
　高梁総合福祉センター

24日（月）
5日、12日、19日、26日（水）
　高梁総合福祉センター

心配ごと
相談

心配ごと
相談員

高梁本所
3日、17日（金）
9日（木）
　高梁総合福祉センター

7日、21日（金）
13日、27日（木）
　高梁総合福祉センター

有漢支所 15日（水）　有漢保健センター 19日（水）　有漢農業構造改善センター
成羽支所 17日（金）　吹屋公民館 28日（金）　成羽総合福祉センター
川上支所 20日（木）　川上保健センター
備中支所 15日（水）　備中高齢者生活福祉センター

身体障害者
相談

身体障害者
相談員 高梁本所 2日（木）　高梁総合福祉センター 6日（木）　高梁総合福祉センター

☆相談予約・問い合わせ	 高梁本所 ☎ 22-7243	 有漢支所 ☎ 57-3218	 成羽支所 ☎ 42-2005
	 川上支所 ☎ 48-9770	 備中支所 ☎ 45-3131	
☆相談時間　10:00 〜 15:00　※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

ふれあい相談と援助平成22年度　

平成 22 年度 社協賛助会費にご協力いただいた法人
この度、ご協力いただいた法人名、企業名を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。

赤木建設株式会社
株式会社アークコンサルタント
朝日堂
株式会社アステア矢掛
医療法人池田医院
イーグル工業株式会社岡山事業場
株式会社イマイ
株式会社魚省本店
有限会社有漢工業所
有限会社ウカンファーマーズファクトリー
有漢郵便局
株式会社M・Kセキュリティー高梁営業所
株式会社エンシュウドー紙器
有限会社太田建設工業所
有限会社大月産業
大東建設株式会社
岡山県高梁生コンクリート協同組合
岡山部品株式会社
有限会社小川鉄工所
医療法人尾島眼科
有限会社加藤組
協同組合カートピア吉備
協業組合カートピア車検センター
株式会社かなち
上有漢郵便局
有限会社神尾洋品店
有限会社川口写真館
河原工業所
株式会社吉備ケーブルテレビ
有限会社クロエ
倉野工務店
桑内耳鼻咽喉科医院

小見山重工株式会社
坂本産業株式会社成羽農場
三京株式会社
サンコー印刷株式会社
有限会社島田建設
有限会社シャロン
有限会社千崎建設
有限会社ソフィア
株式会社タイガーマシン製作所
高梁川漁業協同組合
社団法人高梁市観光協会
高梁市備中診療所
社会福祉法人旭川荘たかはし松風寮
医療法人高梁整形外科医院
有限会社たかはしプロダクション
有限会社高梁リース
滝口建設工業株式会社
有限会社伊達鮮魚店
株式会社田中紙店
株式会社タマダ
株式会社ツキモト
有限会社土屋商店
有限会社天任堂
東西クロージング工業株式会社
有限会社戸田商会
戸田鮮魚店
ナカヤマ建設株式会社
中山商会
中村畳工業有限会社
有限会社中村損害保険
成羽川生コン株式会社
株式会社ニチノ—

株式会社能登原商店
有限会社野村商店
有限会社ハイビス
有限会社伯備運輸
有限会社ハスイサービス
株式会社八光
有限会社原木材工業所
東建設有限会社
株式会社備北オートセンター
株式会社備北産業
備北タクシー株式会社
有限会社平山電建
福滝建設株式会社
ふじかわ眼科高梁分院
藤森モータース
平和タクシー株式会社高梁営業所
高梁医師会立訪問看護ステーションやまびこ
芳烈酒造株式会社
ホシ服装株式会社宇治工場
有限会社松井組
社会福祉法人旭川荘松山ワークセンター
有限会社ミムラ機械商事
株式会社ムネオカ
マルサ醸造有限会社
株式会社夢ファーム有漢
有限会社吉岡工業所
有限会社リバティック
ローソン高梁落合町店
有限会社和田組

（順不同、敬称略）
10月15日現在ご協力ありがとうございました



（15）

第 34号 ふれあい福祉

県　　社　　協

市　　社　　協

❷
〜
❺
の
内
容
に
つ
い
て

返
済
に
あ
た
っ
て
！

　

こ
の
制
度
は
あ
く
ま
で
も
『
貸
付
』
制
度
で
あ

り
、
困
窮
者
へ
の
補
助
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
の
滞
納
に
よ
っ
て
他
に
貸
付
を
必
要
と
さ

れ
て
い
る
方
へ
の
貸
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
事
業
や
制
度
を
利
用
さ
れ
た
場
合
は
、

必
ず
返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

資金種類 限度額
②総合支援資金

生活支援費
　※最長１年間の生活費

（二人以上）月 20万円以内
（単　　身）月 15万円以内

住宅入居費
　※敷金・礼金 40万円以内

一時生活再建費
　※一時的な需要に対応 60万円以内

③福祉資金

福祉費 560万円以内
※資金の用途に応じて目安額を設定

緊急小口資金 10万円以内
※保証人不要

④教育支援資金
教育支援費 月 6.5 万円以内
就学支度費 50万円以内

⑤不動産担保型生活資金
（一般世帯向き） 月 30万円以内
（要保護世帯向き） 生活扶助額の 1.5 倍

　

制
度
に
関
す
る
詳
細
は
、
地
域
福
祉
課
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
今
の
社
会
情
勢
に
よ
る
失
業
や
減
収

等
で
生
活
費
等
で
困
っ
て
い
る
方
に
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
資
金
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
次
の
５
つ
の
貸
付
制
度
を

紹
介
し
ま
す
。　

❶
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

生
計
困
難
で
他
か
ら
援
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
が
自
立
更

正
で
き
る
よ
う
に
貸
付
け
る
資
金
で

す
。対象者 貸付限度額 据置期間 償還期間

1号対象者

10万円 貸付の日から
6ヶ月 12ヶ月以内この資金貸付で自立の

見通しのある者

2号対象者

20万円 貸付の日から
6ヶ月 24ヶ月以内出生、死亡、疾病等で一

時的費用の支出が困難
な者

※貸付利率は無利子です。
※貸付にあたって、必ず保証人を立ててください。

貸付対象者と貸付条件について

な
お
、
①
～
⑤
の
資
金
に
関
す
る
相
談
窓

口
は
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
が
、

②
～
⑤
の
貸
付
に
係
る
審
査
、
貸
付
は
岡

山
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い
ま
す
。
ま

た
、
審
査
結
果
に
よ
っ
て
資
金
の
貸
付
け

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❷
総
合
支
援
資
金

　

失
業
者
等
、
日
常
生
活
全
般
に
不

安
や
困
難
を
抱
え
て
お
り
、
生
活
の

立
て
直
し
の
た
め
に
継
続
的
な
相
談

支
援
と
生
活
費
及
び
一
時
的
な
資
金

を
必
要
と
し
、
こ
の
貸
付
け
に
よ
っ

て
自
立
が
見
込
ま
れ
る
世
帯

に
貸
付
け
る

資
金
で
す
。

❹
教
育
支
援
資
金

　

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
者
が
高
等

学
校
、
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校

に
就
学
あ
る
い
は
入
学
に
際
し
て
、

必
要
経
費
と
し
て
貸
付
け
る
資
金
で

す
。

❸
福
祉
資
金

　

低
所
得
世
帯
（
市
民
税
非
課
税
程

度)

、
障
害
者
世
帯
又
は
高
齢
者
世

帯
に
対
し
て
日
常
生
活
を
送
る
上

で
、
又
は
自
立
支
援
に
資
す
る
た
め

に
一
時
的
に
必
要
で
あ
る
と

見
込
ま
れ
、
必
要
経
費
と

し
て
貸
付
け
る

資
金
で
す
。

❺
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

　

一
定
の
居
住
用
住
宅
を
所
有
し
、

将
来
そ
の
住
居
に
住
み
続
け
る
高
齢

者
世
帯
も
し
く
は
要
保
護
の
高
齢
者

世
帯
に
、
当
該
不
動
産
を
担
保
と
し

て
生
活
費
を
貸

付
け
る
資
金
で

す
。

福
祉
資
金
貸
付
事
業
（
市
社
協
）

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
（
県
社
協
）
の
お
知
ら
せ
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高齢者の皆様　あなたの豊かな知識と経験を社会のために、誰かのために活かしてみませんか。
相談や問い合わせ先はこちら

シルバー会員募集中!

職群班班長委嘱状交付式 高梁市シルバー人材センター

地域福祉課　☎22−7243	 有漢支所　☎57−3218	 成羽支所　☎42−2005
川上支所　　☎48−9770	 備中支所　☎45−3131

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● お 知 ら せ

平成 22 年 9 月 1 日、高梁総合福祉センターにおいて、高梁市シルバー
人材センター職群班班長の委嘱状交付式が行われました。今回は、任
期満了に伴うもので、新任 7 人を含む 28 人が委嘱されました。

職群班班長は、会員全員が安全かつ適切に作業できるように、また
事務局と会員をつなぐパイプ役として重要な役割を担っています。

この班長の活躍によりシルバー人材センター会員の作業が円滑に行
われています。任期は平成 24 年８月 31 日までの２年間です。

委嘱状交付式のようす

昨年のふれあい福祉講座のようす

高梁市社会福祉協議会では、平成 22 年度ふれ
あい福祉講座を次の日程で開催いたします。

この「ふれあい福祉講座」は、少子高齢者によ
り一人暮らし、高齢者世帯が増加傾向にある中、
高齢者や障害者の方が地域で安心していきいきと
暮らせるよう、地域住民が福祉に対する理解を深
め「ささえあい・たすけあいが日常的に行われる
福祉のまちづくり」の推進に寄与することを目的
としています。

1. 日　時	 平成 22 年 12 月 16 日（木）
	 午後 1時〜 4時
2. 場　所	 高梁総合文化会館
3. 対　象	 福祉委員、民生委員、ボランティア

団体、ふれあいサロン関係者等
4. 内　容	 福祉委員体験発表、サロン事業事例

発表、多田そうべい氏による講演「見
直そう！近所力地域力」

※なお、当日は駐車場が大変混み合いますので、
お越しの際は公共交通機関をご利用ください。

ふれあい福祉講座の開催 歳末チャリティバザーの開催

高梁市手話ボランティア 20周年記念大会の開催

市民で支え合うあったかい地域づくりと少しで
も明るいお正月を迎えていただけるよう、町内外
の方々からのご協力によりお寄せいただいた書画
や美術品、日用品等のチャリティバザーを次の日
程で開催いたします。多くの方の来場をお待ちし
ております。

1. 日　　時	 平成 22 年 12 月 5日（日）
	 午前 10 時〜午後 3時
2. 場　　所	 成羽総合福祉センター
	 2 階　大ホール
3. バザー品	 書画、美術品、日用品等
4. 主　　催	 歳末チャリティバザー実行委員会

※チャリティバザーの収益金は、地域の福祉活
動に役立ててもらうため成羽地区社会福祉協
議会へ寄付されます。

高梁市手話ボランティアでは、結成 20 周年の
記念行事として次の日程で講演会を開催いたしま
す。講演では、落語家　桂福団治師匠の手話によ
る落語が行われます。多くの方の来場をお待ちし
ております。

1. 日　時	 平成 22 年 12 月 12 日（日）
	 午後 1時より
2. 場　所	 高梁総合福祉センター
	 1 階　第 1・2娯楽室
3. その他	 入場無料
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金
一
封　

宇
治
町	

小
物
　
義
明

	

（
故
・
美
由
妓
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封　

松
原
町	

植
田
　
二
郎

	

（
故
・
五
月
様
）

金
一
封　

松
原
町	

佐
棟
　
恵
美

	

（
故
・
稔
様
）

金
一
封　

松
原
町	

平
松
　
武
司

	

（
故
・
曽
野
様
）

金
一
封　

松
原
町	

福
本
　
春
夫

	

（
故
・
イ
ツ
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封　

落
合
町	

米
山
　
昌
宏

	

（
故
・
正
一
様
）

金
一
封　

岡
山
市	

大
西
　
　
孝

	

（
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・
種
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	

川
上
　
君
子
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・
覚
様
）
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一
封　

落
合
町	

田
井
　
良
子
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・
良
和
様
）

金
一
封　

落
合
町	

西
林
　
尚
祐

	

（
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・
博
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

有　

漢	

河
内
イ
ク
エ

	

（
故
・
武
様
）
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一
封　

上
有
漢	

湯
浅
　
昌
弘

	

（
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・
文
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一
封　

有　

漢	

植
盛
　
玉
夫

	

（
故
・
久
代
様
）

金
一
封　

津
川
町	

西
森
　
充
正

	

（
故
・
亀
男
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封　

津
川
町	

山
崎
か
お
る

	

（
故
・
富
美
子
様
）

金
一
封　

津
川
町	

西
森
　
充
正

	

（
故
・
亀
男
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封　

川
面
町	

津
和
　
延
行

	

（
故
・
富
子
様
）

金
一
封　

川
面
町	

小
林
　
弘
明
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・
綾
子
様
）

金
一
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川
面
町	

小
林
　
　
喬

	

（
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・
常
夫
様
）

金
一
封　

川
面
町	

家
近
　
真
人

	

（
故
・
皓
平
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封　

玉
川
町	

中
川
　
明
美

	

（
故
・
義
雄
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封　

巨
瀬
町	

藤
井
　
一
三

	

（
故
・
梅
一
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

藤
井
と
し
子

	

（
故
・
誠
治
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

尾
﨑
　
宣
行

	

（
故
・
信
枝
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封　

宇
治
町	

本
倉
美
智
子

	

（
故
・
清
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

本
倉
美
智
子

	

（
故
・
清
様
）

金
一
封　

松
原
町	

平
松
　
武
司

	

（
故
・
曽
野
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

小
物
　
義
明

	

（
故
・
美
由
妓
様
）

金
一
封　

和
田
町	

百
野
　
君
子

	

（
故
・
末
男
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

宮
本
　
英
逸

	

（
故
・
サ
ト
様
）

金
一
封　

落
合
町	

小
林
　
一
美

	

（
故
・
キ
ヌ
ヨ
様
）

金
一
封　

落
合
町	

川
上
　
君
子

	

（
故
・
覚
様
）

金
一
封　

松　

山	

中
井
　
清
治

	

（
故
・
登
喜
子
様
）

金
一
封　

南　

町	

亀
山
　
海
朗

	

（
故
・
石
野
様
）

金
一
封　

鍛
冶
町	

尾
藤
　
浩
子

	

（
故
・
川
本
嘉
子
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

竹
田
　
彰
作

	

（
故
・
久
恵
様
）

金
一
封　

横　

町	

谷
口
　
政
彦

	

（
故
・
敏
郎
様
）

金
一
封　

南　

町	

貝
原
　
栄
一

	
（
故
・
増
太
郎
様
）

金
一
封　

川
面
町	
家
近
　
真
人

	
（
故
・
皓
平
様
）

金
一
封　

横　

町	
川
井
　
信
弘

	

（
故
・
要
様
）

金
一
封　

松
原
町	

福
本
　
春
夫

	

（
故
・
イ
ツ
様
）

金
一
封　

南　

町	

佐
藤
　
憲
二

	

（
故
・
惠
子
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封　

落
合
町	

川
上
　
年
光

	

（
故
・
フ
デ
コ
様
）

金
一
封　

落
合
町	

内
田
　
敏
子

	

（
故
・
壽
美
子
様
）

金
一
封　

松
原
町	

植
田
　
二
郎

	

（
故
・
五
月
様
）

金
一
封　

玉
川
町	

中
川
　
明
美

	

（
故
・
義
雄
様
）

金
一
封　

川
面
町	

津
和
　
延
行

	

（
故
・
富
子
様
）

金
一
封　

正
宗
町	

多
和
　
一
二

	

（
故
・
多
津
江
様
）

金
一
封　

落
合
町	

廣
兼
　
良
次

	
（
故
・
八
重
子
様
）

金
一
封　

川
面
町	
小
林
　
弘
明

	
（
故
・
綾
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	
西
　
栄
次
朗

	

（
故
・
輝
利
様
）

金
一
封　

玉
川
町	

竹
波
　
典
昭

	

（
故
・
武
夫
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

森
田
　
仲
一

	

（
故
・
平
松
正
様
）

金
一
封　

南　

町	

村
田
　
一
平

	

（
故
・
智
恵
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	

米
山
　
昌
宏

	

（
故
・
正
一
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

豊
田
　
俊
一

	

（
故
・
富
美
枝
様
）

金
一
封　

松
原
町	

佐
棟
　
恵
美

	

（
故
・
稔
様
）

金
一
封　

川
面
町	

小
林
　
　
喬

	

（
故
・
常
夫
様
）

ありがとうございました。
　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成22年 9月と 10月にいただいたご寄付についてお知らせ
します。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 22年9月〜10月
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この広報誌は再生紙を使用しています。

（18）

金
一
封　

東
油
野	

平
松
　
敦
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

平　

川	

井
原
　
糸
惠

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

布　

瀬	
	

株
式
会
社
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
高
梁	

	

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封　

東
油
野	

田
中
　
一
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封　

巨
瀬
町	

良
田
　
　
武

	

（
お
礼
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

有　

漢	

川
上
　
　
登

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

上
有
漢	

山
本
　
久
枝

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

上
森
ク
ニ
エ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

戸
清
順
治
郎

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

田
中
　
都
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

地　

頭	

日
谷
ス
ミ
コ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

大　

原	

橋
本
　
宣
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

下
大
竹	

黒
川
　
博
義

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

高　

山	

山
本
　
節
子

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

下
大
竹	

三
村
　
　
繁

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

七　

地	
那
須
　
和
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

布　

賀	

平
川
　
秀
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

高　

山	

小
田
上
青
子

	

（
故
・
健
治
様
）

金
一
封　

仁　

賀	

松
本
　
幸
男

	

（
故
・
美
男
様
）

金
一
封　

領　

家	

平
松
　
弘
己

	

（
故
・

様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

平　

川	

江
草
　
博
志

	

（
故
・
松
子
様
）

金
一
封　

東
油
野	

嶋
池
　
勝
一

	

（
故
・
信
孝
様
）

金
一
封　

平　

川	

安
田
　
賀
惠

	

（
故
・
イ
マ
ヨ
様
）

金
一
封　

東
油
野	

赤
木
　
敏
夫

	

（
故
・
博
様
）

金
一
封　

布　

賀	
日
谷
　
寛
治

	

（
故
・
美
津
子
様
）

金
一
封　

布　

賀	
杉
井
　
央
資

	

（
故
・
信
男
様
）

金
一
封　

西
油
野	

田
村
　
幸
市

	

（
故
・
友
子
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封　

巨
瀬
町	

良
田
　
　
武

	

（
お
礼
と
し
て
）

金
一
封　

	

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
三
一
六
・
三
一
七
回
目
）

金
一
封　

成
羽
町	

杉
本
　
金
一

	

（
米
寿
の
お
礼
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封　

成　

羽	

富
永
　
和
志

	

（
故
・
等
子
様
）

金
一
封　

中　

野	

三
浦
　
安
恵

	

（
故
・
萬
市
様
）

金
一
封　

下　

原	

黒
川
　
卓
哉

	
（
故
・
喜
平
様
）

金
一
封　

坂　

本	
小
川
　
房
枝

	

（
故
・
一
男
様
）

金
一
封　

成　

羽	

三
宅
　
達
雄

	

（
故
・
一
平
様
）

金
一
封　

小　

泉	

山
野
上
祐
市

	

（
故
・
節
子
様
）

金
一
封　

下　

原	

平
松
　
繁
夫

	

（
故
・
宇
一
様
）

金
一
封　

星　

原	

杉
田
　
　
護

	

（
故
・
直
美
様
）

金
一
封　

成　

羽	

渡
辺
　
恒
春

	

（
故
・
好
様
）

金
一
封　

成　

羽	

市
村
　
勇
次

	

（
故
・
登
様
）

金
一
封　

下　

原	

川
上
　
幸
子

	

（
故
・
敏
男
様
）

金
一
封　

岡
山
市	

赤
木
　
　
操

	

（
故
・
財
市
様
）

金
一
封　

下　

原	

黒
川
　
林
市

	

（
故
・
秀
子
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

臘　

数	

西
井
　
辰
夫

	

（
故
・
勇
一
様
）

金
一
封　

仁　

賀	

妹
尾
　
　
剛

	

（
故
・
定
純
様
）

　

九
月
十
五
日
発
行
（
第
三
十
三

号
）
に
お
い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

◆
十
三
ペ
ー
ジ

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
川
上
支
会
》

（
誤
）

金
一
封　

仁　

賀	

妹
尾
　
俊
子

	

（
故
・
弘
様
）

（
正
）

金
一
封　

仁　

賀	

妹
尾
　
敏
子

	

（
故
・
弘
様
）

◆
十
四
ペ
ー
ジ

【
一
般
寄
付
】

《
有
漢
支
会
》

（
誤
）

金
一
封　

上
有
漢	

中
山
　
巻
枝

	

（
故
・
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

（
正
）

金
一
封　

上
有
漢	

中
山
　
巻
枝

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

編
集
後
記

十
月
一
日
か
ら
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
が
全
国
一
斉
に
始

ま
り
ま
し
た
。
高
梁
に
お
い
て

も
毎
年
募
金
活
動
を
行
い
、
市

民
皆
さ
ん
の
善
意
の
心
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
Ｃ
Ｍ
で
お
な
じ
み

の
『
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る

し
く
み
』
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

共
同
募
金
は
地
域
を
良
く
す
る

た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
梁
で
は
主
に
高
齢
者
や
障

害
者
の
た
め
に
、
ま
た
、
子
育

て
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
助
成
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
す
る
事
業
へ
の
助

成
等
へ
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
募
金
額
も

年
々
減
少
し
て
い
る
の
が
実
情

で
す
。『
人
と
人
と
の
心
が
つ
な

が
る
』
共
同
募
金
の
し
く
み
が

よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
募
金
し
て
い
た
だ

く
方
の
募
金
へ
の
理
解
と
興
味

も
よ
り
深
ま
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。今

後
の
高
梁
の
町
が
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
魅
力
あ
る
町
に
な

る
よ
う
に
職
員
一
同
『
目
に
見

え
る
募
金
』
を
目
指
し
、
ま
た

皆
さ
ん
に
ご

理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ

う
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。


